
Ⅰ　前年度の各種調査から見られる学校の状況
① 各学年の標準学力検査の経年変化（全国平均を100とする標準スコア）

② 学校の状況

Ⅱ　今年度の学力向上に係る重点取組
① 学校全体での取組

② 各学年の指導の重点

・自分の考えと比較しながら相手の話を最後まで聞き、考えを
  深めようとする態度を身に付けさせる。
・宿題直しを徹底するとともに、自分に必要な学習を考えて取
  り組む家庭学習の質の向上を図る。
・習熟度別指導など、学力差に応じた指導を行い、児童一人一
  人の学力向上を図る。
・青葉スタイルを徹底し、学習規律や姿勢、学習の基本となる
  行動の定着を図る。

・自分の意見や考えを自信をもって表現し、主体的に話し合い
　に参加しながら、多様な考えに触れて思考を深める力を育成
　する。
・目的や自己の課題を意識し、計画的に家庭学習に取り組むこ
　とで、学習内容の定着を図り、主体的に学ぶ学習習慣を身に
　付けさせる。
・四則演算や漢字の読み書きなどの基礎的な学力について、日
　常的に学習を積み重ね、確実な定着と学力の向上を図る。

・児童自らが学習上の問題を把握し、見通
　しをもって主体的に解決活動に取り組め
　るよう、教師が必要以上に説明や指示を
　行わず、課題提示や学習過程の工夫など
　の手立てを講じる。
・今年度と同様に全学級が授業公開を実施
　し、「主体的・対話的で深い学び」の視
　点に立って授業を振り返りながら、継続
　的な授業改善に取り組む。
・各種研修会等に教員一人一人が主体的か
　つ積極的に参加し資質・能力を向上させ
　るとともに、小中連携ジョイントや校内
　におけるメンター研修を通して、学び合
　いを深めながら専門性を高め、教員とし
　ての資質の向上を図る。
・校内研修での学びを授業実践に生かし、
　個人選択や自己決定の場面を意図的に位
　置づけながら、一人一人の実態や学習状
　況に応じた「個別最適な学び」の充実を
　図る授業改善に取り組む。

・「学習規律の徹底」を図るため
　に、「Aobaスタイル（学習規律）」を共
　通の指針として全学年で意識し、日常の
　授業や学校生活の様々な場面において継
　続的に取り組み、児童一人一人に学習の
　基盤となる望ましい学習習慣の定着を図
　る。
・全ての児童が居心地が良く安心して学
　習・生活できるよう、学校全体で「授業
　の中での発達支持的生徒指導を充実さ
　せ、一人一人の個性（よさ）や頑張りを
　認め合い、前向きに取り組もうとする学
　習集団づくりを行う。教師も積極的に児
　童の取組への言葉がけを意識する。
・課題解決に向けた授業形態の工夫、交流
　の場の工夫を行い、その中で協働的・共
　感的な学び合いのある集団を育む。

・「朝読書」を週１回位置づけ、読書
　に親しむ態度を育てるととも
　に、「読むこと」の学習と読書活動と
  の関連を意識しながら、計画的・継続
  的な指導を行う。
・「家庭学習」では小中ジョイントを
　生かして手引きの改訂を行い、学習
　内容の充実と「学年×10分+10分」の
　目標時間を超えるよう徹底する。ま
　た、高学年は家庭学習計画表をもと
　に自己の課題をもって取り組めるよ
　うにする。
・家庭での生活時間を見つめ直す目的
　で、生活リズムチェックシートを用
　いながら、家庭学習時間や生活リズ
　ムの状況を定期的に把握し、小中
　ジョイントでの連携を図りながら継
　続的に実施する。

学力向上プラン

学習集団づくり【相手意識】

令和８年度

※釧路市では、３～６年生を対象に標準学力検査を実施していま
すが、本校では、独自に●年生においても実施しています。
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授業づくり【課題意識】 学習習慣・環境づくり【目的意識】

釧路市立青葉小学校

【標準学力検査の結果から】
○どの学年も全国平均を上回っています。特に６年生は国語・算数ともに全国平均を大きく上回っています。
●国語・算数ともに全国平均を上回っているものの、活用問題においては、さらに向上する余地があります。

【標準学力検査・生活行動・学習活動調査の結果から】
○多くの質問項目で、肯定的な回答が全国平均を上回っており、自己肯定感や規律意識、学習・生活意欲が高く、自主性も育っ
ています。
●メディア視聴や学習、睡眠等を見直し、自分で時間を決めて継続して取り組むとさらに学力向上につながることが窺えます。

【学校評価アンケートの結果から】
○日常の学習の中で、わかりやすい授業の工夫を感じている児童が多いです。
●メディア視聴や使用時間等、規則的な生活習慣の定着が不十分と感じている児童・保護者が多いです。

・児童一人一人の経験や思いを生かし、話す機会を充実さ
　せ、ペア学習を通して進んで聴く態度を育成する。
・自己肯定感を高め、分かったことやできたことを自信を
　もって表現できる場を意図的に設定する。
・鉛筆の正しい持ち方や姿勢、丁寧に書くことなど、学習の
　基本となる技能を確実に身に付けさせる。
・日常生活と学習を関連付け、様々な場面を想定しながら、
　学ぶ楽しさを味わえる学習活動を展開する。

・課題意識や問題解決への意識をもち、意欲的に学習に取り組
　もうとする姿勢を育成する。
・自主的に考え、場や状況に応じて適切な行動を選択できる力
　を身に付けさせる。
・自分に必要な学習内容を工夫しながら取り組み、家庭学習の
　質の向上を図る。
・学力差を意識した指導を充実させ、基礎学力の全体的な底上
　げを図る。

・友達や先生の話を自分事として最後まで聞いて、活動に取り
  組む力を高める。
・青葉スタイルを徹底し、姿勢の保持や学習規律、ノート指導
  等のタイ着を目指し、学びに向かうための基礎を定着させ
  る。
・興味を持って自ら学習に参加したり、思考したりする姿勢を
  身に付けるために、学習過程を意図的に工夫する。

３年生の重点

４年生の重点

５年生の重点

１年生の重点

２年生の重点

６年生の重点

・間違えた問題をそのままにせず、解き直しを丁寧に行うこと
　で、理解の不十分さを補い、確かな学力の向上につなげる。
・タブレット等を活用して収集した資料を比較・分析・考察
　し、自分の考えを深めながら学習を進める過程を意図的に工
　夫する。
・相手意識をもって自分の考えや思いを分かりやすく伝えると
　ともに、相手の話の意図を正確に捉える力を育成する。
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